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～伊勢町通り⇔小川交差点区間の利用状況～

第16回
国道19号桜通自転車安全利用協議会

平成27年9月3日（木）
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１．調査概要

２．自転車レーンの利用状況
（１）自転車の断面交通量の変化（12時間）

（２）通行位置別断面交通量の変化（12時間）

（３）自転車レーンの利用率（12時間）

（４）ピーク時間（8時台）自転車の断面交通量の変化

（５）ピーク時間（8時台）通行位置別断面交通量の変化

（６）ピーク時間（8時台）自転車の利用率

３．交差点部の安全性に関する事項
（1）自転車と左折自動車のヒヤリハット発生件数

（2）自転車の横断時の通行位置

（3）左折自動車の走行速度

４．切替部の安全性に関する事項
（1）自転車道及び自転車通行帯の走行位置

（2）自転車同士、歩行者と自転車、自転車と自動車のヒヤリハット

（3）切替部の自転車の走行軌跡

５．利用状況のまとめ
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調査概要２．１．

※整備前調査は平成25年11月6日（水）に実施

ビデオ調査（切替部）
伊勢町通付近

ビデオ調査（交差点部2）
高岳交差点

ビデオ調査（交差点部3）
桜通泉二丁目交差点

ビデオ調査（交差点部1）
桜通大津交差点

交通量調査（地点1）
桜通大津～桜通久屋西

交通量調査（地点2）
桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東

交通量調査（地点3）
高岳～桜通泉二丁目

ビデオ調査（単路部）
高岳～桜通泉二丁目

自転車道区間 自転車レーン区間
（①区間）

自転車レーン区間
（②区間）
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平成27年3月20日(金)
供用

平成27年7月5日(日)
供用

区間整備直後(H27.3.24)
1ヶ月後 （H27.4.22）
3ヶ月後 （H27.7.13）

区間整備直後(H27.7.13)



・自転車交通量は各地点におい
て、おおむね横ばいとなって
いる。

桜通【下り】断面別 12時間 自転車交通量

桜通【上り】断面別 12時間 自転車交通量

交通量調査（地点1）
桜通大津～桜通久屋西

交通量調査（地点2）
桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東

交通量調査（地点３）
高岳～桜通泉二丁目

(台/12h)

(台/12h)

下り

上り

Ｐ4２．２．自転車レーンの利用状況

（１）自転車の断面交通量の変化（12時間）

調査時間：7:00～19:00

調査時間：7:00～19:00
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（水）

H27.3.24
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H27.4.22
（水）

H27.7.13
（月）

地点１ 地点２ 地点３

桜通大津～桜通久屋西 桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東 高岳～桜通泉二丁目東
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H27.7.13
（月）

H25.11.6
（水）

H27.3.24
（火）

H27.4.22
（水）

H27.7.13
（月）

地点１ 地点２ 地点３

桜通大津～桜通久屋西 桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東 高岳～桜通泉二丁目東

（２）通行位置別断面交通量の変化（12時間）

・自転車レーン利用は各断
面、地点２の下り断面以外
増加傾向
・地点１と２の上り断面交
通量は500～600台/12hと
下り断面の交通量の約２倍

桜通【下り】通行位置別 12時間 自転車交通量

桜通【上り】通行位置別 12時間 自転車交通量

増加傾向

交通量調査（地点1）
桜通大津～桜通久屋西

交通量調査（地点2）
桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東

交通量調査（地点３）
高岳～桜通泉二丁目

増加傾向

(台/12h)

(台/12h)

下り

上り

増加傾向
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調査時間：7:00～19:00

調査時間：7:00～19:00
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（火）
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（水）

H27.7.13
（月）

地点１ 地点２ 地点３

桜通大津～桜通久屋西 桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東 高岳～桜通泉二丁目東

（２）正方向の通行位置別断面交通量の変化（12時間）

・正方向（自動車と同じ向
き）の断面交通量はすべて
の断面で増加傾向

桜通【下り】正方向の通行位置別 12時間 自転車交通量

桜通【上り】正方向の通行位置別 12時間 自転車交通量

増加傾向

交通量調査（地点1）
桜通大津～桜通久屋西

交通量調査（地点2）
桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東

交通量調査（地点３）
高岳～桜通泉二丁目

増加傾向

(台/12h)

(台/12h)

下り

上り

増加傾向
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調査時間：7:00～19:00

調査時間：7:00～19:00

増加傾向

歩道

自転車レーン

車道

（正方向）

（逆方向）

（正方向）

※正方向とは



（３）自転車レーンの利用率（12時間）

・自転車レーンの利用率は整備直後
と比較して、各断面とも増加傾向。

・自転車レーン利用率は、整備前の
車道走行率よりも大きい。

・上り断面の方が、自転車レーン利
用率が高い傾向がある。

桜通【下り】断面別 12時間 自転車交通量あたりの
自転車レーン利用率

増加傾向

増加傾向
増加傾向

増加傾向

交通量調査（地点1）
桜通大津～桜通久屋西

交通量調査（地点2）
桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東

交通量調査（地点３）
高岳～桜通泉二丁目

※利用率 ：断面全体の自転車交通量に対して、自転車レーンを車と同じ方向に通
行している自転車の割合。
整備前に関しては、車道を車と同じ方向に通行する自転車の割合とした

下り

上り

桜通【上り】断面別 12時間 自転車交通量あたりの
自転車レーン利用率
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調査時間：7:00～19:00

調査時間：7:00～19:00



（３）正方向の自転車レーンの利用率（12時間）

・自転車レーンの利用率は整備直後
と比較して、各断面とも増加傾向。

・自転車レーン利用率は、整備前の
車道走行率よりも大きい。

桜通【下り】断面別 12時間 自転車交通量あたりの
自転車レーン利用率

増加傾向

増加傾向
増加傾向

増加傾向

交通量調査（地点1）
桜通大津～桜通久屋西

交通量調査（地点2）
桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東

交通量調査（地点３）
高岳～桜通泉二丁目

※利用率 ：正方向の断面全体の自転車交通量に対して、
自転車レーンを車と同じ方向に通行している自転車の割合。
整備前に関しては、車道を車と同じ方向に通行する自転車の割合とした

下り

上り

桜通【上り】断面別 12時間 自転車交通量あたりの
自転車レーン利用率
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調査時間：7:00～19:00

調査時間：7:00～19:00



（４）ピーク時間（8時台）自転車の断面交通量の変化

・下り断面の８時台の自転車交通
量は概ね横ばいで推移。
・上り断面は整備前に比べて自転
車交通量が増加。

桜通【下り】断面別 ８時台 自転車交通量

桜通【上り】断面別 ８時台 自転車交通量

増加傾向 増加傾向

交通量調査（地点1）
桜通大津～桜通久屋西

交通量調査（地点2）
桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東

交通量調査（地点３）
高岳～桜通泉二丁目

(台/h)

(台/h)

下り

上り
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地点１ 地点２ 地点３

桜通大津～桜通久屋西 桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東 高岳～桜通泉二丁目東

（５）ピーク時間（8時台）通行位置別断面交通量の変化

・自転車レーン利用は上り区
間では増加傾向、下りは横ば
いで推移
・上り断面の交通量は90～
200台/hに対し下り断面の交
通量は20～30台/hと利用が
少ない

桜通【下り】通行位置別 ８時台 自転車交通量

桜通【上り】通行位置別 ８時台 自転車交通量

増加傾向
増加傾向

交通量調査（地点1）
桜通大津～桜通久屋西

交通量調査（地点2）
桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東

交通量調査（地点３）
高岳～桜通泉二丁目

(台/h)

(台/h)

下り

上り
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（５）ピーク時間（8時台）正方向の通行位置別断面交通量の変化

桜通【下り】正方向の通行位置別 ８時台 自転車交通量

桜通【上り】正方向の通行位置別 ８時台 自転車交通量

増加傾向
増加傾向

交通量調査（地点1）
桜通大津～桜通久屋西

交通量調査（地点2）
桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東

交通量調査（地点３）
高岳～桜通泉二丁目

(台/h)

(台/h)

下り

上り

Ｐ11

・正方向（自動車と同じ向
き）の断面交通量は上り区間
では増加傾向、下りは横ばい
で推移

歩道

自転車レーン

車道

（正方向）

（逆方向）

（正方向）

※正方向とは



※利用率 ：断面全体の自転車交通量に対して、自転車レーンを車と同じ方向に通
行している自転車の割合。
整備前に関しては、車道を車と同じ方向に通行する自転車の割合とした

（６）ピーク時間（8時台）自転車の利用率

・利用率は整備前と比較して、各断面
とも増加傾向。

・下り断面については、整備３ヶ月後
の利用率が７割～８割となっている。

増加傾向 増加傾向

増加傾向 増加傾向

桜通【下り】断面別 8時台 自転車交通量あたりの
自転車レーン利用率

桜通【上り】断面別 8時台 自転車交通量あたりの
自転車レーン利用率

交通量調査（地点1）
桜通大津～桜通久屋西

交通量調査（地点2）
桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東

交通量調査（地点３）
高岳～桜通泉二丁目

下り

上り

Ｐ12



（６）ピーク時間（8時台）正方向の自転車の利用率

・利用率は整備前と比較して、各断面
とも増加傾向。

・下り断面については、整備３ヶ月後
の利用率が８割～９割となっている。

増加傾向 増加傾向

増加傾向 増加傾向

桜通【下り】断面別 8時台 自転車交通量あたりの
自転車レーン利用率

桜通【上り】断面別 8時台 自転車交通量あたりの
自転車レーン利用率

交通量調査（地点1）
桜通大津～桜通久屋西

交通量調査（地点2）
桜通泉一丁目～桜通泉一丁目東

交通量調査（地点３）
高岳～桜通泉二丁目

下り

上り

Ｐ13

※利用率 ：正方向の断面全体の自転車交通量に対して、
自転車レーンを車と同じ方向に通行している自転車の割合。
整備前に関しては、車道を車と同じ方向に通行する自転車の割合とした



（１）自転車と左折自動車のヒヤリハット発生件数

・自転車と自動車のヒヤリハット発生件数は、1件～３件程度発生している。
・左折車両に対して路面標示による注意喚起を行っている

ビデオ調査（交差点部2）
高岳交差点

ビデオ調査（交差点部3）
桜通泉二丁目交差点

ビデオ調査（交差点部1）
桜通大津交差点

交差点 下り 上り

桜通大津 （調査なし） 横断歩道 ３件
自転車通行空間 １件
（N=233）

高岳 発生なし
（N=97）

自転車通行空間 １件
（N=183）

桜通泉二丁目 自転車通行空間 ２件
（N=114）

発生なし
（N=206）

下り

上り

調査日：整備後 平成27年3月24日（火）, 平成27年7月13日（月）
調査時間：8 時台・9 時台・18 時台（計3h）

(N= )：正方向（車と同じ向き）に通行する自転車交通量

Ｐ14２．３．交差点部の安全性に関する事項

高岳交差点

桜通泉二丁目交差点

（自転車）
ブレーキ

（自動車）
左折滞留

（自動車）
左折滞留

（自転車）
回避行動

（自転車）
ブレーキ

（自動車）左折

桜通大津交差点

（自転車）
ブレーキ

（自動車）
左折滞留

自転車通行空間内で発生したヒヤリハット

・左折車両が複
数続く際に、左
折車両の間をす
り抜ける自転車
に対するヒヤリ
ハットが発生す
る傾向がある。
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整備前

(N=93)
整備後

(N=206)
整備前

(N=133)
整備後

(N=43)

割
合
（
％
）

西向き 東向き

桜通泉二丁目交差点【上り線】 通行位置割合

自転車通行空間 車道 横断歩道

31%

80%
58%

0%

8%

2%
21%

7%

62%

19% 21%

93%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

整備前

(N=26)
整備後

(N=183)
整備前

(N=81)
整備後

(N=43)

割
合
（
％
）

西向き 東向き

高岳交差点【上り線】 通行位置割合

自転車通行空間 車道 横断歩道

33%
46%

66%

4%

38% 19%
6%

45%

29% 35% 28%
51%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

整備前

(N=258)
整備後

(N=233)
整備前

(N=107)
整備後

(N=85)

割
合
（
％
）

西向き 東向き

桜通大津交差点【上り線】 通行位置割合

自転車通行空間 車道 横断歩道

（２）自転車の横断時の通行位置

・自転車レーン整備後の横断時の通行位置に関して、車と同じ方向に関しては
自転車通行空間、車と逆方向に関しては横断歩道の利用が増加している。

・自転車通行空間の明示により、方向別の通行空間が分離されていると言える。

【自転車の横断時の通行位置と割合】

【通行位置の定義】

整備前の通行位置 整備後の通行位置

横断歩道

車道

横断歩道

車道

調査日：整備前 平成25年11月6 日（水）
整備後 平成27年3月24日（火）, 平成27年7月13日（月）

調査時間：8 時台・9 時台・18 時台（計3h）

（正方向） （逆方向） （正方向） （逆方向） （正方向） （逆方向）

自転車通行空間＝整備前：自転車横断帯、整備後：矢羽根

自転車通行空間
（矢羽根）

自転車通行空間
（自転車横断帯）

Ｐ15



（３）左折自動車の走行速度

・左折自動車の走行速度は、整備前と比
較して19km/h→14km/hと５km/h低下
・85％タイル速度も24km/h→18km/h
と６km/h低下

調査日：整備前 平成25 年11 月6 日（水）
整備後 平成27 年3 月24 日（火）
調査時間：8 時台・9 時台・18 時台（計3h）

調査位置

○左折時巻き込み事故防止対策（路面表示＋ポストコーン）

Ｐ16
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（１）自転車道及び自転車通行帯の走行位置

・切替部下り線(東向き)は、整備4ヶ月後において、自転車道から自転車通
行帯を利用する割合が、整備直後に比べて大きく増加している。

・整備から時間が経過して、正しい利用方法が定着していると言える。

調査日：
整備直後 平成27 年3 月24日（火）
整備4ヶ月後 平成27 年7 月29日（水）

調査時間：
8 時台・9 時台（計2h）

下り線（東向き）の通行位置構成比 下り線（西向き）の通行位置構成比

30%

79%

52%

14%
17%

7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H27.3（N=175） H27.7（N=192）

歩道⇒歩道

歩道⇒自転車通行帯

自転車道⇒歩道

自転車道⇒自転車通行帯

下り線（東向き）

7% 5%

86% 89%

7% 6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H27.3（N=175） H27.7（N=192）

歩道⇒歩道

歩道⇒自転車道

自転車通行帯⇒歩道

自転車通行帯⇒自転車道

下り線（西向き）

自転車道⇒自
転車通行帯

自転車通行帯
⇒自転車道

自転車道⇒歩道

自転車通行帯
⇒歩道

歩道⇒自転車
通行帯

歩道⇒自転車道歩道⇒歩道

歩道⇒歩道

19
33

0
11 8 0

96

8

60

11
0 5 6 0

103

7
0

50

100

150

200

250

自転車道

⇒自転車通行帯

自転車道

⇒歩道

歩道

⇒自転車通行帯

歩道

⇒歩道

自転車通行帯

⇒自転車道

自転車通行帯

⇒歩道

歩道

⇒自転車道

歩道

⇒歩道

東向き 西向き

交
通
量
（
2ｈ

）

伊勢町通切替部（下り線）自転車交通量 左：H27.3
右：H27.7

写真手前：西

写真奥 ：東

：正しい利用方法

Ｐ17２．４．切替部の安全性に関する事項
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自転車通行帯

⇒自転車道

自転車通行帯
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歩道

⇒自転車道

歩道

⇒歩道

自転車通行帯

⇒車道

自転車道

⇒自転車通行帯

自転車道

⇒歩道

歩道

⇒自転車通行帯

歩道

⇒歩道

西向き 東向き

交
通

量
（
2ｈ

）

伊勢町通切替部（上り線）自転車交通量 左：H27.3
右：H27.7

（１）自転車道及び自転車通行帯の走行位置

・切替部上り線(西向き)は、整備4ヶ月後において、自転車通行帯から自転
車道を利用する割合が、整備直後に比べて増加している。

・整備から時間が経過して、正しい利用方法が定着していると言える。

調査日：
整備直後 平成27 年3 月24日（火）
整備4ヶ月後 平成27 年7 月29日（水）

調査時間：
8 時台・9 時台（計2h）

上り線（西向き）の通行位置構成比 上り線（東向き）の通行位置構成比

自転車道⇒自
転車通行帯

自転車通行帯
⇒自転車道

自転車道⇒歩道

自転車通行帯
⇒歩道

歩道⇒自転車
通行帯

歩道⇒自転車道

歩道⇒歩道

歩道⇒歩道
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1%26%
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20%
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80%

90%

100%

H27.3（N=268） H27.7（N=313）

自転車通行帯⇒車道

歩道⇒歩道

歩道⇒自転車道

自転車通行帯⇒歩道

自転車通行帯⇒自転車道

上り線（西向き）

15% 14%

70% 76%

15% 10%

0%

10%
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50%

60%

70%

80%

90%

100%

H27.3（N=268） H27.7（N=313）

歩道⇒歩道

歩道⇒自転車通行帯

自転車道⇒歩道

自転車道⇒自転車通行帯

上り線（東向き）

写真手前：西

写真奥 ：東

：正しい利用方法
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0

1

2

3

4

5

自転車×車 自転車×自転車 自転車×歩行者

回
数

伊勢町通切替部（下り線）ヒヤリハット回数

左：H27.3（自転車交通量＝175）
右：H27.7（自転車交通量＝192）

0 0

3

1

0 0
0

1

2

3

4

5

自転車×車 自転車×自転車 自転車×歩行者

回
数

伊勢町通切替部（上り線）ヒヤリハット回数

左：H27.3（自転車交通量＝268）
右：H27.7（自転車交通量＝313）

（２）自転車同士、歩行者と自転車、自転車と自動車の
ヒヤリハット

・切替部のヒヤリハット件数は、整備直後に比べて、整備4ヶ月後においておお
むね減少している。

・整備から時間が経過して、利用者の注意意識が高まってきたことがうかがえる。

調査日：
整備直後 平成27年3月24日

（火）
整備4ヶ月後 平成27年7月29日

（水）
調査時間：

8 時台・9 時台（計2h）

下り

上り

ビデオ調査（切替部）
伊勢町通付近

自転車と交差道路からの車両のヒヤリハット

平成27年7月29日（水）

自転車と左折車両のヒヤリハット

平成27年3月24日（火）

Ｐ19



下り

自転車と左折車両 自転車と左折車両

上り

歩行者と自転車（自転車道上） 自転車と交差道路からの車両

（２）自転車同士、歩行者と自転車、自転車と自動車の
ヒヤリハット

平成27年3月24日（火） 平成27年3月24日（火）

平成27年7月29日（水）平成27年3月24日（火）

Ｐ20

■事例



（３）切替部の自転車の走行軌跡

・下り線の東行き（自転車道→自転車通行空間）に関しては、逆向きの赤い
矢羽根上を走行する自転車が多くみられたが、対向自転車の有無によるも
のであり、交錯の危険事象も見られなかった。

赤い矢羽根（走行
方向とは逆向きの
矢羽根）上を通る
自転車が多い

【自転車の走行軌跡】
整備4ヶ月後の平成27年7月29日（水）8時台における自転車の走行軌跡

下り線：自転車道→自転車通行空間（東行き） 歩道→自転車道（西行き）

上り線：自転車通行空間→自転車道（西行き） 自転車道→歩道（東行き）

青い矢羽根（走行
方向と同じ向きの
矢羽根）上を通る
自転車が多い

赤い矢羽根（走行
方向と同じ向きの
矢羽根）上を通る
自転車が多い

赤い矢羽根（走行
方向と同じ向きの
矢羽根）上を通る
自転車が多い

Ｐ21


